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吉 和

　子どもたちが放課後「創ろう家」
に来て⚑回⚒⚐⚐円の回数券を出し、
習字道具を準備します。先生の手本
を見て⚑時間練習したら清書。先生
は立ったまま一人一人の後ろに回り、
手直しするのが吉岡流習字教室。保
護者と子どもの要望で始めましたが、
今年度から少子化のため休止。
　「⚑⚕年くらい教えました。子ども
たちは吉和の宝、本当にかわいい。
成長を見ることが楽しかった。卒業
した子から習字をしてよかったとい
う声を聞くと、やはりうれしい。ま
た教えたいですね」吉和地域には塾
がないため、習字教室は貴重な子ど
もたちの居場所でした。

貴重な学びの場

 吉  岡  利  賀  夫 さん（⚗⚙歳）
よし おか り か お

↓吉岡さん宅での「創ろう家」

大 野

宮 島

市民のページ Vol.⚕
　
このページは、廿日市市⚕地域のコミュニティや市民活動団体で活動している市民の皆さん
が集まり、企画・作成したものです。スタッフ：正木康章（廿日市） 山田耕造・伊藤里美（佐
伯） 能島美緒・西村智恵（吉和） 大島久典・文理一男・松本妙子（大野） 野村直（宮島）

　「育児をする男性（メンズ）」を略した「イクメン」という言葉はずいぶん浸透し、育児
に積極的に関わる男性も多く見られるようになりました。これに対して「育児をするおじ
いちゃん」を「イクジイ」と呼ぶのを知っていますか？自分の孫にあたる世代の子どもた
ちと関わり、現役の育児世代を支えている素敵な「イクジイ」たちを取材しました。

地域で奮闘！
頼れるイクジイ

市民活動センター情報ス
ペースでの原稿作成の様子。

問い合わせ　協働推進課緯荏⚓⚘⚑⚐・姉荏⚓⚗⚔⚒

・地域で市民活動に取り組んでいる人や団体など
・地域の旬なイベント
・広く知られていない各地域の文化やスポット　など

　子どもの頃、畑仕事を通して「や
ればできる」ということを教わった
という岡崎さん。「できそうにないと
思って何もしないで立ち止まったら
進歩がない。どんなことでも小さな
一歩を踏み出せば、積み重なってで
きるようになる」というのがモッ
トー。大野西小子ども放課後教室な
どで、日常生活に必要なこと（規律
や箸の使い方、ひも結びなど）を教
えています。
　「子どもたちは失敗を繰り返しな
がら成長していきます。人に迷惑を
掛ければ叱り、頑張ったら抱きしめ
て褒め、厳しくも愛情を持って接し
ています」。

佐 伯
 河  野  正  典 さん（⚗⚓歳）
こう の まさ みち

↓乳児の見守りの様子

「すくすく広場」の
おじいちゃん

　月⚑回、⚐歳児対象の「赤ちゃん
すくすく広場」（※）が津田児童館で
開催されています。
　日頃交流することが少ない若い母
親たちが、その日のテーマに沿った
作業に取り組んでいる間、乳児の見
守りをしている河野さん。自身の子
育ての時期は仕事一筋で、子どもと
の関わりは多くなかったそうです。
　「若い家族や孫の知り合いが増え、
月に一度の子守りが楽しみです」と、
今やおじいちゃんのような存在と
なっています。

※⚑⚐月は、「赤ちゃんすくすく広場」をお休
みして、⚑⚔日 に「はつかいち子育て応援
イベント家族で楽しんDAY！Ⅳ」を開催
します

 松  岡  邦  充 さん（⚗⚙歳）
まつ おか くに みつ

↓大松明の作り方を指導

伝統文化の継承
　宮島の大晦日に行われる伝統的な
祭り「鎮火祭」で使われるたいまつ
を作ったことはありますか。松岡さ
んたちのグループは、宮島の中学生
たちにその指導を長年行っています。
　驚いたのは、材料になる竹や肥松
を宮島の中で自ら調達していること
です。「子どもたちが将来大人に
なった時に、きちんと教えられるよ
うになってもらいたいんよ」と、材
料の調達から加工方法、さらには火
難避けの護符（※）になることまで
教え、その指導は使命感と優しさに
溢れています。

※仏の名や形像などを記した札。身に付けたり
壁に貼ったりして神仏の加護や除災を願う

廿日市

　児童の「何を作っとるん？」の言
葉から始まった通学路沿いの家の庭
先にある子どもの遊び場所。
　物作りが好きで海外にいる孫のた
めに庭先で積み木を作っていたとこ
ろ、その物作りに興味を持った小学
生が立ち寄るようになり、木工の絵
付けなど、工作の指導や見守りを始
めた渡田さん。
　「活動を始めて⚓年、自分の趣味
が生かせて子どもたちも喜び、
『じっちゃん』と慕われ、多くの孫
ができたようです」。
　工作中にけがをしないよう、時に
は「ダメ！」「危ない！」の注意も
常に心掛けているそうです。

 渡  田  正  之 さん（⚗⚓歳）
と だ まさ ゆき

↓庭先に集まる児童たち

工作指導の
じっちゃん

 岡  崎  良  雄 さん（⚘⚑歳）
おか ざき よし お

↓夏休み宿題教室

子どもの見守り

情報を寄せてください

次回の「市民のページ」は
平成⚒⚙年⚔月号です。
今後もさまざまなテーマで、地域で活動する人や団体、
魅力を紹介していきます。お楽しみに！

広報はつかいち平成⚒⚘年⚑⚐月号⚑⚓

My Town Topics　―まちのわだい―　まちの旬な話題を提供します

地方創生へ新たな挑戦！
「ちょうどいい。廿日市号」

広島電鉄ラッピング電車出発

　住むまち廿日市市のイメージアッ
プと、定住人口を増やすためのプロ
モーションの一環で、年末までの⚔
カ月間、広電ラッピング電車「ちょ
うどいい。廿日市号」を運行します。
　イラストやデータ、標語などで市
の魅力を紹介した廿日市号は子ども
にも親しみやすいデザイン。⚙月⚖
日に広電宮島口駅で出発式を行い、
観光親善大使の掛け声で発車しまし
た。宮島線を⚑日に⚖～⚗往復する
ので、ぜひ乗ってみてください。

市内在住で子育て真っ最中の大島久典さん（写真右
から⚔番目）がデザイン。宮島から吉和まで全地域
での生活をポップなイラストで表現しています。

オープンから⚕年
⚓⚐⚐万人達成おめでとう！

　平成⚒⚓年⚘月⚑日のグランドオー
プンから⚕年を迎えた宮島水族館。
今年⚘月⚒⚒日に、累計入館者数⚓⚐⚐
万人を達成しました。
　記念すべき⚓⚐⚐万人目の来館者と
なったのは、 笠  井  柊  哉 さん（⚑⚒歳・

かさ い しゅう や

徳島県 阿  波 市）。夏休み最後の思い
あ わ

出にと家族で宮島を訪れました。
　笠井さんは「とてもびっくりしまし
た。特にペンギンが好きなので、泳
いでいるところを見たいです」と笑
顔で話してくれました。

入館者⚓⚐⚐万人達成記念セレモニー

セレモニーで、館長の室町宏さん（写真左）は、
「来るたびに新しい発見と感動があふれる水族館
を目指していきます」と挨拶しました。

年々熱さを増す
オリジナル選手権

第⚑⚕回宮浜温泉まつり

　⚘月⚒⚘日、宮浜温泉グラウンド・
ゴルフ場で「第⚑⚕回宮浜温泉まつ
り」が開催されました。
　会場では、浴衣を羽織り⚑.⚕手の
枕を投げて距離を競う「まくら投げ
世界選手権」や、宮島発祥とされる
しゃもじを使った「宮島ピンポン」な
ど、オリジナルのイベントが人気を集
めていました。
　夜には⚑⚓,⚐⚐⚐発もの花火が夜空を
彩り、夏休み最後の休日を締めくくり
ました。

大きく腕を振って、⚑⚘.⚘⚐杓の好記録を出した小
西進さんは、「初めての参加で、好記録が出て、
いい思い出になりました」と話してくれました。

地域一体で行われた
防災キャンプ

佐方防災キャンプ

「地域を盛り上げたい」
佐伯高校生が大会を企画

吉和魅惑の里　水鉄砲大会

　⚘月⚒⚑日、吉和魅惑の里で水鉄
砲大会が開催されました。
　「吉和地域を盛り上げたい」という
佐伯高校の生徒たちの思いからイベ
ントの企画が始動。総合的な学習の
時間を活用し、ルール作りから運営
方法など試行錯誤の末、大会を実
現させました。
　当日は全校生徒が運営に協力し、
大会を大いに盛り上げました。参加
者たちは、ずぶ濡れになりながら楽し
んでいました。

参加者たちは、エリア内を駆け回りながら、相
手の額に付いたポイに向けて水鉄砲を打ち合い、
子どもから大人まで熱中しました。

　⚙月⚓~⚔日、佐方市民センター
で防災キャンプが行われました。
　佐方小児童⚒⚙人が参加し、水消
火器体験、煙体験、危険箇所の確
認や避難生活用仕切りでの宿泊など
防災に関する体験をしました。
　地元自治会をはじめ、消防団や広
島工業大学の学生などが協力し合い、
熱心に子どもたちを指導。同自治会
の 重  村  泰  夫 会長は、「この体験を災

しげ むら やす お

害が起きたときに生かしてほしい」と
子どもたちに話しました。

佐方地区を歩き、がけ崩れなど危険箇所の確認
を行いました。実際に見て、聞いて、考え、体
験する防災キャンプとなりました。

みんなに支えられて⚘⚐⚐回
地域がつながる場

縁側サロン⚘⚐⚐回

　地域の人たちの憩いの場となって
いる縁側サロン。平成⚑⚒年から活動
が始まり、今年の⚙月⚑⚒日に⚘⚐⚐回
を迎えました。
　高齢者から若い世代までがお茶や
おしゃべりを楽しみ、日常の心配ご
となども相談し合っています。
　代表の 生  川  加  代  子 さんは「続けら

いく かわ か よ こ

れたのも、ボランティアをはじめ関
わってくれた皆さんのおかげ。⚑,⚐⚐⚐
回目指してこれからも続けていきたい
です」と話してくれました。

⚘⚐⚐回の記念会では、サロンに関わる⚗⚒人が集ま
り祝福。銭太鼓（写真）や楽器の演奏などで会
場はにぎわいました。


